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道
路
の
除
雪
融
雪
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

積
雪
が
10
セ
ン
チ
程
度
に
達
し
た
場
合
、
下
図
で
指
定
し
た
路

線
を
朝
の
通
学
・
通
勤
時
間
ま
で
に
業
者
に
よ
り
除
雪
し
ま
す
。

　

除
雪
に
あ
た
っ
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
次
の
事
項
を
お
願
い
し

ま
す
。

①
道
路
の
除
雪
作
業
に
よ
り
各
戸
の
出
入
り
口
を
ふ
さ
い
で
し

ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

寄
せ
ら
れ
た
雪
は
各
ご
家
庭
で
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
除
雪
さ
れ
た
道
路
に
軒
先
な
ど
の
雪
を
出
さ
れ
ま
す
と
圧
雪

と
な
り
非
常
に
危
険
で
す
の
で
お
止
め
く
だ
さ
い
。

③
道
路
沿
い
の
竹
や
木
が
積
雪
の
た
め
、
道
路
上
に
倒
れ
る
と
交

通
の
妨
げ
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
所
有
者
の
方
は
事
前

に
伐
採
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
水
路
に
雪
を
捨
て
る
と
、
下
流
で
水
路
が
詰
ま
り
、
道
路
へ
水

が
あ
ふ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
お
止
め
く
だ
さ
い
。

⑤
路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の
で
お
止
め
く

だ
さ
い
。

⑥
通
学
路
の
除
雪
は
、
地
域
の
方
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
で
協
力
し
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

日
陰
や
橋
の
上
は
、
雪
が
降
っ
て
い
な
く
て
も
凍
結
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

融
雪
剤（
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
）は
、
村
内
道
路
へ
設
置
し
て
あ
る

塩
カ
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
お
使

い
下
さ
い
。
不
足
が
生
じ
た
場
合
は
役
場
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

融
雪
剤
は
、
必
ず
除
雪
を
行
っ
た
後
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

降
雪
時
や
積
雪
状
態
で
の
散
布
で
は
効
果
が
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
散
布
の
際
は
直
接
手
で
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

役
場　
高
速
交
通
対
策
課　
建
設
係　
☎
３
３

－

５
１
２
8

村の人口　5,710 人（－７）
　男　　2,790 人（－２）
　女　　2,920 人（－５）
　世帯数　2,050 戸（－２）
（令和５年11月１日現在）2023・12 第462号

編集：総務課  ／  発行：喬木村役場
　TEL 0265－33－2001  FAX 0265－33－4511
　ホームページアドレス http://www.vill.takagi.nagano.jp/
　電子メールアドレス info@vill.takagi.nagano.jp
印刷：龍共印刷株式会社（飯田市上郷黒田 121－1） （Android版） （iPhone版）

「喬木村地域情報アプリ」
村からのお知らせ、災害情報などを
村内外からご確認いただけます。
ぜひご登録ください。

広 報

太線の道路が除雪対象道路です
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猫の繁殖制限補助事業について

「臭気付き古紙」の出し方について

　飯伊動物愛護会では、猫の適正な飼育を目的として、猫の繫殖制限補助事業を行います。

【補助対象】
◦飯田下伊那地域に居住する、生後6か月以上の健康な猫（地域猫を含む）の飼養者。ただし市町村の他の助成
を受けている方は対象外です。

【補助金額】
◦不妊（避妊・去勢含む。以下同じ）手術　
　一頭当たり　3,500円（愛護会会員）
　　　　　　　2,500円（会員以外）
◦補助予定頭数：50頭
※応募多数の際は抽選となります。
【補助条件】
◦令和5年7月1日（土）～令和5年11月30日（木）までに飯伊動物愛護会会員の動物病院で不妊手術を行うこと。
◦飯伊動物愛護会に入会すること
※飯伊那動物愛護会会員の動物病院については事務局までお問い合わせください。
※申込は1家族につき1頭までとなります。
【申込方法・期限】
◦飯伊動物愛護会会員の動物病院に設置してある申込書に必要事項を記載し、事務局まで郵送もしくは持参に
より申し込んでください。
◦申込書提出期限：令和5年12月15日（金）必着

　本村の古紙回収において、「臭気付き古紙」が大量に出されることにより、リサイクルが出来ずに処理業者
に返品されるという事例が発生しています。「臭気付き古紙」は石鹸や洗剤などの臭いがついた箱などが該当
し、これらはリサイクルが出来ず、混入してしまうとリサイクルを行う製紙会社の操業停止にもつながります。
「臭気付き古紙」は「燃やすごみ」として出してください。分別にご協力をお願いします。

【臭気付き古紙の例（ マークがついていても燃やすごみとして出してください）】
◦香料のパッケージ
◦食品や香辛料等が入っていた古紙（段ボール）
◦石鹸の空き容器
◦洗剤、線香等の紙製包装、紙箱、段ボール等

○紙の空箱・包み紙の分別について
　～新聞紙、段ボール、トイレットペーパーの芯等、緑字の袋では出せません～
　緑字の袋で回収している「紙の空箱・包み紙」ごみの分別について、不適物が混入する事例が発生してい
ます。新聞紙・段ボール・チラシ・封筒は「新聞・雑誌・段ボール」、ラップやアルミホイル、トイレットペー
パーの芯は「燃やすごみ」としてお出しください。正しい分別にご協力をお願いします。

【申込・問い合わせ先】　飯田保健福祉事務所（保健所）食品・生活衛生課内
　　　　　　　　　　　飯伊動物愛護会事務局　☎0265−53−0446

【問い合わせ先】　役場　生活環境課　環境林務係　☎33−5127
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【問い合わせ先】　県庁　医療政策課　☎026−235−7131

長野県救急安心センター（＃7119）が開設されました

みんなで防ごう児童虐待・高齢者虐待
−11月はオレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーンです−

児童虐待とは 高齢者虐待とは

虐待を防ぐために地域でできること

　親など養育者が、身体的（蹴る、叩くなど）・心理的（罵
声、無視など）・性的・ネグレクト（養育の拒否や放置な
ど）の行為により、「子どもの心身を傷つけ、子どもの健
全な成長・発達を阻害すること」といいます。虐待であ
るかどうかの判断は、親などの養育者の気持ちに関わら
ず、子どもの立場からみて、「子ども自身が苦しんでい
るかどうか」で判断されます。

　高齢者の心や体に傷を負わせる、世話をしない等、
高齢者の基本的な人権を侵害することや尊厳を奪うこ
とをいいます。虐待をしている人は、その行為が虐待
と自覚しないで行っている場合もあります。また、介
護の仕方や認知症への対応が不適切で、介護をしてい
るつもりでも虐待してしまっていることが少なくあり
ません。

　虐待を防止するためには「虐待をしない、させない、助けてと言える地域づくり」が重要です。地域で見守り、
高齢者や児童の虐待を防ぎましょう。また、虐待かも、と思ったらすぐに下記へ連絡をしてください。

◦高齢者・児童の虐待防止に関する法律では、虐待を受けたと思われる者を発見した場合には、
速やかに通報することが義務付けられています。
◦通報は、誤報でも罰せられません。匿名でも構いませせん。
◦通報者の秘密は守られます。

■児童虐待の相談・通報
〇児童相談所　虐待対応ダイヤル　☎1

いち

８
はや

９
く

　※24時間受付
〇児童相談所　相談専用ダイヤル　☎0120−189−783
〇喬木村教育委員会　　　　　　　☎33−2002

■高齢者虐待の相談・通報
○役場　保健福祉課　包括支援係　☎33−1120
○飯田警察署　☎22−0110

～ あなたの電話で、守れる命があります ～

　急な病気やケガ等で救急車を呼ぶか、病院に行くか、迷ったときには（#7119）へ
　※ダイヤル回線、ＩＰ電話の場合は、「☎026−231−3021」へおかけください。
　おとな（概ね15歳以上）の方が対象です。症状を伺った上、看護師がアドバイスします。（相談は無料）

　■受付時間　○平日：午後7時～翌午前８時まで
　　　　　　　○土・日・祝日：午前８時～翌午前８時まで
　　　　　　　○こども（概ね15歳未満）の場合は#8000へ（受付時間：毎日午後7時～翌午前８時まで）
　
　　緊急・重症の場合は迷わず119番通報してください。
　　詳細は、県ホームページをご覧ください。
　　https://www.pref.nagano.lg.jp/iryo/nagano7119.html

県ホームページ
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【問い合わせ・申込み先】　役場　保健福祉課　包括支援係　☎33-1120

【問い合わせ先】　役場　住民窓口課　税務係　☎３３−5121

固定資産税（償却資産）の申告について

　次のことに該当する方は役場税務係までご相談ください　

　申告対象となる資産をお持ちの方は申告をお願いします。事業を営んでいる方は、毎年１月１日現在の資産の所有
状況を、資産が存在する市町村へ１月末日までに申告していただく必要があります。
　課税標準額が１５０万円未満の方や、資産状況に変更がない方も、事業を営まれている場合は毎年申告をお願いします。
　太陽光発電設備を増設された場合や、相続、売買等で所有者が変わった場合には申告が必要な場合があります。

○償却資産とは
　個人または法人で製造や小売、農業、アパート経営など
の事業（一定の目的のために一定の行為を継続し、反復して
行うこと）を営んでいる方が所有し、その事業のために用い
ることができる構築物や機械、運搬具、器具、備品などの
事業用の資産をいいます。

○税額の計算方法
　資産の取得価額と耐用年数をもとに、税額の基礎と
なる課税標準額を算出します。課税標準額に固定資産
税の税率（１.４％）を乗じて税額を計算します。ただし、
償却資産の課税標準額が１５０万円未満の場合には課税さ
れません。

太陽光発電設備 個人事業主・農家
●太陽光発電設備のある家を新築した・購入した
●土地や家屋に太陽光発電設備をつけた
●相続した家屋に太陽光発電設備がついていた
●太陽光発電設備による電力を農業やアパート経
営など個人で事業に使っている
※ただし、１０kW以上の資産に限ります

●基礎の無いプレハブを所有・設置した
●ハウス、ハウス内空調設備等を所有・設置した
●大型機械・器具等を購入した
※以下のものは償却資産の対象外です
・家屋として課税されている構築物
・自動車税の対象車両　　　　　　　等

～土地や家屋にかかる固定資産税のほかに、事業用の資産を
対象とした償却資産にかかる固定資産税もあります～

人生の最期のときについて考えてみませんか？
「人生会議」についての講演会を開催します

　誰でも、いつでも、大きな病気やケガをする可能性があります。病気や認知症になった後では、これからの治療
やケアなどについて、自分で決めたり、家族に伝えたりすることができなくなるといわれています。
　「もっと人生の最終段階について話しておけばよかった」と後悔しないよう、もしもの時に備えて、あらかじめ
どんな最期を迎えたいか、大切な人と共有しておくことが重要になります。
　最期のときについて考え、話し合い、共有する取組を「人生会議」といいます。
　飯田市立病院　山田 武志 緩和ケア内科部長を講師にお迎えし、終末期に関わる専門医から見た「人生会議」の
大切さを学ぶ講演会を開催いたします。
　この機会にご家族やご友人と、人生の最期にどんなことを大切にしたいか話し合って
みてはいかがでしょうか。

○日　時　　令和5年12月9日（土）　午後1時30分～午後3時
○場　所　　福祉センター２階　多目的ホール
○講　師　　山田　武志 氏 （飯田市立病院　緩和ケア内科部長）
○内　容　　始めよう「人生会議」
○共　催　　南信州在宅医療・介護連携推進協議会

☆参加をご希望の方は、12月7日（木）までに電話または右の二次元コードからお申込み下さい。
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な
ず
な
カ
フ
ェ

●
認
知
症
カ
フ
ェ

認
知
症
の
方
や
介
護
者
の

方
を
対
象
と
し
た
憩
い
の

場
○
日
時　
12
月
12
日（
火
）

　

午
前
10
時
～
12
時

○
場
所　
ア
ス
ボ
会
議
室

●
認
知
症
予
防
カ
フ
ェ

認
知
症
予
防
に
関
心
の
あ

る
方
、
ど
な
た
で
も
参
加

い
た
だ
け
ま
す

※
１2
月
は
年
末
休
業
の
た
め

お
休
み

　

椋
鳩
十
記
念
館
・
記
念
図
書
館

の
ホ
ー
ル
で
開

催
い
た
し
ま
す
。

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
の
予
定
】

◎
夕
や
け
祭
企
画
展

　

11
月
10
日（
金
）～
12
月
3
日（
日
）

◎
南
信
州
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
「
南
信
州lives

イ
ベ
ン
ト
」

　

12
月
9
日（
土
）～
12
月
24
日（
日
）

◎
２
０
２
３
喬
木
村

　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
写
真
展

　

１
月
６
日（
土
）～
１
月
30
日（
火
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
３
３

－

４
５
６
９

心
配
ご
と
相
談
・
行
政
相
談

結
婚
相
談
日

○
日
時　
12
月
8
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

○
場
所　
ア
ス
ボ
ス
タ
ジ
オ

○
日
時　
12
月
16
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～
８
時

○
場
所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
談
話
室

※
完
全
予
約
制
。

　

申
込
〆
切
：
12
月
14
日（
木
）

　

午
後
５
時
ま
で
。

　

申
込
は
お
電
話

　
（
☎
３
３

－

５
５
２
０
）

　

ま
た
は
こ
ち
ら
か
ら

11 月 の 村 税 等
納期限 口座振替日

国 保 税（第８期）

11月30日
（木）

11月27日
（月）
再振替

１2月７日（木）

介 護 保 険 料
後 期 高 齢 保 険 料
上 下 水 道 料
保 育 料
学 校 給 食 費
児童クラブ利用料

対象地区 会　場 開催日 開催時間

北 北 コ ミ ュ ニ テ ィ
消 防 セ ン タ ー 13日 午前10時

郭・寺の前 第 一 公 民 館 8日、22日 午後1時半
帰牛原

加々須・大島 帰牛原消防センター 11日、25日 午後1時半

町 阿 島 傘 伝 承 館 6日、20日 午後1時半

南 南 農 事 集 会 所 6日、20日 午前10時
馬場・両平

伊久間 みんなの広場アスボ 4日、18日 午後1時半

上平 上 平 集 落 セ ン タ ー 1日、15日 午後1時半

田上川 田上川消防センター 11日、25日 午前10時
富田・大和知

氏乗 富 田 陶 芸 館 4日、18日 午前10時

※上記は現時点での予定であり、今後の状況によっては休止となる
可能性があります。

役場  保健福祉課  包括支援係　☎33-1120問い合わせ先

椋
鳩
十
記
念
館
・

記
念
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

口座振替の方は預金の
残高確認をお願いします。

【問い合わせ先】　社会福祉協議会　☎33-5520
※行政相談のみ…役場　総務課　総務危機管理係　☎33-5120

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

「
年
末
困
り
ご
と
相
談
会
」

　

借
金
で
苦
し
ん
で
い
る
、
相
続

放
棄
に
つ
い
て
知
り
た
い
、
生
活

に
困
っ
て
い
て
年
が
越
せ
な
い
、

離
婚
問
題
で
悩
ん
で
い
る
、
労
働

問
題
で
悩
ん
で
い
る
等
、
司
法
書

士
に
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。

○
日
時

　

12
月
16
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

○
面
談
相
談

◦
長
野
会
場

　

長
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
長
野
市
大
字
鶴
賀
問
御
所
町

　

１
２
７
１

－

3
）

◦
松
本
会
場

　

Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド

　

松
本
市
会
館

　
（
松
本
市
深
志
２

－

１

－

１
）

※
面
談
相
談
は
予
約
不
要
で
す
が
、

事
前
予
約
優
先
で
受
付

○
予
約
電
話

　

０
２
６

－

２
３
２

－

７
４
９
２

◦
対
応
時
間

　

11
月
15
日
～
12
月
14
日
の
平
日

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

○
電
話
相
談

　

☎
０
１
２
０

－

１
２
１
２
１
８

　
（
当
日
の
み
の
専
用
番
号
）

○
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談

友
だ
ち
検
索
で「＠

699km
sqf

」

を
検
索
し
、「
日
司
連（
年
末
困

り
ご
と
無
料
相
談
）」
を
友
だ

ち
に
追
加
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊

募
集
に
つ
い
て

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）は
、
開
発
途
上
国
で

現
地
の
人
々
と
同
じ
生
活
を
し
な

が
ら
、
と
も
に
働
き
、
国
づ
く
り

に
貢
献
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

○
応
募
受
付
期
間

　

11
月
1
日（
水
）～

　

12
月
11
日（
月
）

○「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊

　
２
０
２
３
年
秋
募
集
説
明
会
」

◦
会
場

　

信
毎
メ
デ
ィ
ア
ガ
ー
デ
ン

◦
開
催
日
時

　

11
月
23
日（
木
・
祝
）

　

午
後
２
時
～
４
時

　
（
入
退
場
自
由
）

◦
参
加
費

　

無
料
、
予
約
不
要

〇
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
社
）青
年
海
外
協
力
協
会

　

Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
駒
ケ
根

　
（
業
務
委
託
先
）

　

☎
０
２
６
５－

９
８－

０
１
０
９

M
ail:boshu-kom

agane@
joca.or.jp

◦
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w
w
.jica.go.jp/

volunteer/

○
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
２
６－

２
１
７－

５
３
０
５

　

FAX
０
２
６－

２
１
７－

５
３
０
６

　次の各会場で行う予定です。どなたでも気軽に
ご参加いただけますので、是非お越し下さい。
　また、日程が変更となる場合にはくりんネット
で情報発信を行いますのでご注意ください。

12 月 の 健 康 体 操 教 室
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長
野
県
福
祉
大
学
校

令
和
６
年
度
入
学
生
募
集

【
第
３
回
伊
那
谷
de
キ
ャ
リ
ア

教
育
研
修
会
】大
人
の
た
め
の

探
究
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
！

　

長
野
県
福
祉
大
学
校
で
は
、
保

育
及
び
介
護
福
祉
に
関
す
る
専
門

的
技
術
と
知
識
を
修
得
し
、
地
域

福
祉
を
リ
ー
ド
す
る
意
欲
の
あ
る

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
保
育
学
科

◦
一
般
選
抜

・
出
願
期
間

　

12
月
12
日（
火
）～
12
月
26
日（
火
）

・
試
験
日

　

令
和
6
年
1
月
18
日（
木
）

○
介
護
福
祉
学
科

◦
一
般
選
抜（
後
期
）

・
出
願
期
間

　

11
月
16
日（
木
）～
11
月
30
日（
木
）

・
試
験
日　

12
月
16
日（
土
）

※
出
願
資
格
や
出
願
方
法
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、長
野
県
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.pref.nagano.

lg.jp/fukushidai/index.htm
l

〇
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
県
福
祉
大
学
校

　

☎
０
２
６
６－

５
７－

４
８
２
１

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
整
備
を
地

域
振
興
に
活
か
す
伊
那
谷
自
治
体

会
議
で
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
開
業
を
見
据
え
、「
将
来
を
担
う

世
代
が
地
域
企
業
を
知
り
、
郷
就

に
つ
な
が
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
拡

充
」
を
推
進
す
る
た
め
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
や
人
材
育
成
に
関
心
の
あ

る
方
向
け
の
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。
３
回
目
と
な
る
今
回
は
、「
そ

も
そ
も
〝大
人
〟探
究
で
き
て
る
？
」

を
テ
ー
マ
に
、
南
信
州
地
域
の
探

究
事
例
発
表
や
東
京
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
初
代
校
長
の
市
川

力
氏
に
よ
る
講
演
、
交
流
会（
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）を
行
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
伊
那
谷

の
仲
間
と
共
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
日
時　
12
月
10
日（
日
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
40
分

○
会
場

　

豊
丘
村
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

　
「
ゆ
め
あ
る
て
」

　
（
豊
丘
村
神
稲
３
６
９
）

○
内
容　
⑴
事
例
発
表
、
ト
ー
ク

　
　
　
　

⑵
講
演
会　

⑶
交
流
会

○
参
加
費　
無
料

○
定
員　
会
場
１
５
０
名

　
　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
１
０
０
名

○
申
込
方
法

左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
参
加
申
込
期
限

　

11
月
24
日（
金
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

南
信
州
地
域
振
興
局

　

リ
ニ
ア
活
用
・
企
画
振
興
課

　

☎
０
２
６
５－

５
３－

０
４
０
１

Instagram
①喬木村公式アカウント
　(＠takagi_kousiki)をフォロー
②「#喬木村フォトコン2023」
　を付けて投稿

〇作　品　お１人各３点以内
　　　　　未発表のもの、
　　　　　村内で撮影されたもの
〇サイズ　４ツ切り
　　　　　４ツ切りワイド
　　　　　A4サイズ
〇〆　切　令和５年12月８日（金）
〇入賞作品の版権は喬木村に帰属し
　ます
○作品は原則返却いたしません
〇送料は、応募者負担とさせていた
　だきます
〇人物が入る場合、事前に本人の承
　諾を得てください

〒395-1100 喬木村6664番地
喬木村 総務課 情報統計係
Tel 0265-33-3666(直通)
Mail kouhou@vill.takagi.nagano.jp

（各テーマ）（商品券）
１点 １万円
１点 ５千円
２点 ３千円
１点 ３千円

特 賞
優 秀 賞
特 別 賞
スマホ賞(Instagram)

入　　賞

応募要項

送付先および
お問い合わせ

アカウント二次元コード

喬木村フォトコンテスト
2023

～あなたが見つける美し郷の魅力～

テ ー マ

②「人が輝く」人物部門

うま さと

※「美し」とは…
　満ち足りていて美しい・心地よい・素晴らしい

①「美し郷の四季」風景部門
うま さと

作品募集中！募集締切：12月8日（金）までです
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子宮頸がん検診を受けましょう！

【注文対象者】　自身で喬木村内で栽培される方
【申 込 期 限】　令和6年１月19日（金）
【配 付 時 期】　令和6年５月中旬
【参考：前回販売価格】
　自根苗：1５０円／本　　接木苗：２５０円／本
　※接木苗：病気に強い他の品種の根（台木）に接木した苗
　※販売価格が変更になる場合があります
【注 文 先】　産業振興課農政係　☎33−５1２6

　自身で喬木村内で栽培される方へ苗の注文販売を行います。自家用・販売用にご注文
をお待ちしています！
　配付する際には栽培講習会を行いますのでご参加下さい。
　※購入者は、志げ子なす生産者組合に加入（会費無料）することになります。

伝統野菜「志げ子なす」　苗注文受付のお知らせ

　子宮頸がんは初期には症状がほとんどなく、自覚症状があらわれるころには病状が進行している
ことが少なくありません。しかし、子宮頸がん検診を受けることで、がんになる前の正常でない細
胞の段階で発見することが可能です。検診を受けることは子宮頸がん予防と早期発見への第一歩で
す。面倒だから、恥ずかしいから・・・とためらわず、20歳を過ぎたら２年に1度、継続的に検診
を受けることが重要です。
　喬木村では下記の対象者に子宮がん検診の検診料の助成を行っております。

対象年齢：２０～７８歳で偶数年齢の女性
　　　　　　　※令和6年３月31日時点での年齢

受診期間：令和５年１２月末まで
受診方法：村指定の医療機関を予約し受診
自己負担：１，５００円
　　　　　　　※村から送付された検診票をお使いいただくことで、自己負担が1,５００円となります

事前調査の際に申し込みされていない方も、対象年齢であればお申し込みできます。
役場 健康福祉課 健康保険係（☎33-5125）までお問い合わせください。

喬木村 信州の

生産者組合に住所登録がある方は、
別途注文書を郵送いたします。

T. Ag. Comm. 
農 業 委 員 会 通 信 №93

喬木村農業委員会
☎３３－５１２６
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　こんにちは。地区支援活動をしている神崎です。

　担当の大島では、秋以降さまざまな行事が行われていて私も楽しませてもらっています。 
　９月の敬老会はようやく通常開催ということで、演奏会あり歌あり踊りありと大盛り上がりでした。中止してい
た地区行事を再開する難しさ、継続していく大変さを感じているところですが、やっぱり開催されると皆さん楽し
そうで地区全体が活気づくように思います。これからも皆さんと一緒に地区のことを考えていきたいです。

　10月下旬には、きのこ採りに同行させていただきました！ハイキングとはまた違う人生初めての体験。途中の急
勾配に膝がガクガクになりながらも、私のペースに合わせて歩いて下さりきのこ探しのコツもご教授いただき、初
めて自分で松茸を見つけることができました！！この日は興奮して疲れもどこかへ飛んでいきました（笑）貴重な体験
をありがとうございました。

　こんにちは！地域おこし協力隊の吉川千恵です。
　だんだん寒くなって、夜は暖房をつけるようになりました。

　９月の活動になりますが、今年も喬木第二小学校運動会創作ダン
スの振付を担当いたしました。今年は『冒険』をテーマに4つの班
に分け、児童たちにも学校にある道具を美術として使うことにも
チャレンジしてもらいました。運動会前日まで先生も一緒に練習し
てくださり、当日はとても素晴らしい演技ができたと思います！

　また10月11日~14日に公共ホール現代ダンス活性化事業を喬木村で行いま
した。コンテンポラリーダンサーの中村蓉さんとアシスタントの武井琴さん
が村内の小中学校へ行きコンテンポラリーダンスを体験してもらいました。
　14日には公募ワークショップを行い村外からも参加者が訪れみなさん笑顔
で踊っているのがとても印象的でした。
　これからもダンスの楽しさを沢山の方に広めていけたらと思います。

☆お知らせ☆
12月９日~24日に椋鳩十記念図書館ギャラリーにて南信州の協力隊による展示を
行います。ワークショップも企画していますので今後の情報をお楽しみに！！

▲敬老会で懐かしの名曲を
大合唱

▲クラインガルテン交流会
のすき焼き準備

▲名人の松茸
採り方講座

▲念願の松茸

113 

水谷 小林武石

吉川

神崎

井上 川島
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椋鳩十記念館・記念図書館　TEL33－4569 FAX33－4599

第149号

≪喬木第一小学校「椋先生の日」に来館≫

おしらせ 今後の予定
◎お楽しみ会
　「季節のハーブ工作・冬　リースづくり（仮）」
　日時：1２月1０日（日）　午前1０時3０分～
＊詳細は決まり次第、チラシ、SNSなどでお知らせします。

・１１月26日（日）　　第36回椋鳩十夕やけ祭

・１１月１４日～3０日　全村読書旬間

・１2月６日（水）　　おはなしのへや

・１2月2０日（水）　　絵本の会

　10月19日（木）、喬木第一小
学校では「椋先生の日」とい
うことで、椋鳩十先生につい
て各学年がそれぞれ学習する
日でした。新型コロナウイル
ス感染症によってここ数年は
来館しての学習はしていませ
んでしたが、今年は1年生、
２年生、6年生が来館してく
れました。
　まず、6年生はこの日の学
習をするにあたって事前学習
に訪れています。椋鳩十先生
について何を知りたいのか、
人なのか、作品なのか、それ
ぞれの課題を見つけ、そして
当日木下館長の話や館内見学
をして改めて課題に沿った目
線で真剣にタブレットに向か
う姿がありました。しかも、
まだ学習が足りないと、後日
追加で来館して調べていく児
童もいてその意欲にとても感心しました。
　そして1，２年生は椋鳩十先生を知ることを目的として来館してくれました。図書館に本を借りに来てくれる児
童もいるのですが、椋先生についてはまだまだ知らないことも多い様子。クラスのお便りを拝見したところ、学校
へ帰る時に「学校の図書館のどこに椋先生の本あるの？」という言葉があったり、一人一冊椋作品を借りて読んだ
りしたということで、これを機会にぜひ多くの作品に触れてもらえたら嬉しいです。また、低学年ということもあ
り、椋先生の学習だけでなく、本に親しむこと楽しんでもらうことも大切なので、職員によるおはなし会を行いま
した。絵本や、仕掛けのあるお話、そして大型紙芝居など用意し、一緒に参加してもらったりして楽しい時間を過
ごすことが出来ました。
　喬木第一小学校の皆さん、ありがとうございました。

たまごの中にいるのはだあれ？
（２年生）

椋先生のこと知ることができたかな？

大型紙芝居「たべられたやまんば」
（1年生）

木下館長の話を真剣に聞いています
（6年生）
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たかぎ保育園

南 保 育 園

【保育参加（２歳児）】
２歳児の保護者の方が、半日保育体験をし
ました。一緒に散歩に出かけたり給食を食
べたりして、園での生活を感じてもらいま
した。子ども達もいろんな保護者の方が関
わってくださって、楽しく良い経験をする
ことができました。

【ハロウィンパーティー】
年長児が中心になってお菓子
探しゲームや、くじ引きなど
のゲームをして楽しみました。園で育てた
カボチャで子どもたちが作ったランタンも
笑って見ていました。

【祖父母参観】
各学年、自然物を使った制作をしたり、歌を歌っ
たりして楽しい時間を過ごしました。また、子ど
も達が育てて収穫した芋を使って、焼き芋をして
一緒に食べました。

【いなごとり】
地域の方の田んぼで、イナゴとりをさ
せていただきました。年中・長児は昨
年の経験もあって、積極的につかまえ
ていました。園で調理して食べてみる
と、そのおいしさに「お菓子みたい」「も
う一回つかまえたい」と年少児もやる
気になっていました。

【秋の遠足】
城山公園まで遠足に行きました。するとあれ！？
大きな遊具がある！地域の皆様のご意見や村か
らの応援があり旧中央保育園の遊具を移動して
くださったのです。自分たちの地域にある公園
で思い切り楽しんで遊ぶことができました。遠
足後にはお家の人と城山公園行ったよ！と教え
てくれる子もいました。

【ハロウィン】
今年は年少児つくしさんが魔女に変
身してビスケットを作ってくれまし
た。「合言葉を言わないとあげない
よ！」「トリックオアトリート！」最
後はさくら・れんげさんも変身して
ビスケットをみんなで食べました。

【いもほり】
地域の方に畑を貸していただき、サツマイモを育てました。広い畑なので、以
上児も未満児もみんなで行くことができ、つるを引っ張ったり手で掘ったりし
て芋ほりを楽しみました。大きな大きなお芋がたくさん出てきて、夢中で掘っ
ていました。

【飯盒すいさん】
年中・年長児の子ども達が力を合わせて
飯盒すいさんを行いました。メニューや
作り方を考え、自分達で調理し、仲間と
一緒に食べることのおもしろさを全身で
感じていました。夕方は年長児だけ残り、
竹灯籠つくりや暗くなった園舎で名探偵
ごっこ、花火をしてたくさんの思い出が
できました。

保育園だより
№170
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【中学部】
　10月6日（金）・7日(土)に「第39回花の木祭」が開
催されました。今年度も、自分たちで作った製品を販
売しました。大きな声で「いらっしゃいませ。」や「あ
りがとうございました。」が言えるように何回も練習
し、当日は、たくさん売ることができました。

【寄宿舎】
　今年度寄宿舎では24名が生活しています。季節行
事や同好会活動、和太鼓などを行っています。９月
には「あじまっこ祭り」をにぎやかに開催しまし
た。11月の「喬木村芸術祭」には舎生の作品をたく
さん展示し、地域のみなさんに見ていただきました。

【小学部】
　10月19日に動物ふれあい教室を行いまし
た。飯田動物園から、ヤギ、ヒツジ、カメな
どの動物が校庭にやってきて、子どもたちが
それらの動物と触れ合いました。積極的に近
づいて見つめ
たり、背中を
優しくなでた
り…と反応は
様々。特別で
楽しい時間に
なりました！

【あおぞら・訪問グループ】
　秋の風が心地よい９月、あおぞらグループの修学
旅行に行ってきました。名古屋港水族館では、キラ
キラ光る水面、そして沢山の魚を見て笑顔に。グラ
ンピング・モッキでは、焼きマシュマロの香りや
ジャグジー、フカフカなベッドに大興奮。全身で楽
しんだ２日間でした。

【高等部】
　高等部では「自分でできるとうれしいな」「みんなとでき
るとたのしいな」を合言葉に、作業学習を中心に据えた生
活を送っています。製品作りや販売活動を通して、働く力、
コミュニケーション力を高めています。
　２月8日（木）には松尾
勤労者体育センターで

「年度末感謝セール」を
実施予定です。今回は地
域の方にもお越しいただ
けるように計画しており
ますので、ご来店お待ち
しております。

飯田養護学校

№279
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※予定が変更になる場合があります。最新の情報は、くりんネットやいちごチャンネルなどでご確認ください。

【12月のイベントカレンダー】

【今月号の表紙】

喬木村議会　第４回12月定例会会議日程（案）
6日（水） 本会議開会（午後1時30分）
13日（水） 各常任委員会
1６日（土） 本会議一般質問（午前９時）
1８日（月） 本会議閉会（午前９時）

３日（日）喬木村駅伝大会
５日（火）蔵書整理休館日（図書館）
6日（水）おはなしのへや（図書館）
7日（木）来入園児面談（各保育園）
8日（金）★宮澤助産師健康教室（学遊館）
12日（火） クリスマス会（学遊館）
1５日（金） 役場文書配布（PM）
1８日（月） ★足つぼマッサージ（学遊館）
19日（火） ★発達支援相談日（学遊館）
20日（水）絵本の会（図書館）

2６日（火） 小中３校二学期終業式
（~1月8日（月）小中３校冬休み）
大掃除（学遊館）

2７日（水） 子育てひろばお休み
（~1月8日（月）学遊館）
年末警戒（~30日（土）消防団）

29日（金） 年末年始休館（~1月4日（木）図書館）
★…開放教室（どなたでもご参加可）
◎…村内限定・要申込

伝統美に包まれて　～曙月庵×阿島傘展示～
　10 月に開催された曙月庵での竹灯籠祭りと阿島傘展示。
　前日には初の試みとなるロケーション撮影会が行われました。
　撮影会には３組が参加し、七五三や着物での記念撮影等、雰囲気に合わせた撮影
を楽しんでいる様子でした。
　表紙の写真は、江戸時代から伝わる想いや美しさに
包まれているかのような、優しく温かい一枚が撮影で
きました。
　ロケーション撮影会は今後も開催予定ですので、興
味のある方は是非ご参加ください。



◆子育てひろば　ハロウィンイベント　10月31日（火）
かわいい仮装をした子どもたちが役場、みんなの広場
アスボ、図書館を巡り、それぞれの場所で遊んだり本
を読んだりして過ごしました。最後にはお菓子をもら
いハロウィン気分を味わいました。役場では大好きな
ベリー＆ゴーにも会えて大喜びだった子どもたち。楽
しい思い出ができたようです。

◆阿島「竹灯籠祭り」×阿島傘展示
　10月19日（木）～22日（日）
阿島区の皆さんが中心となり曙月庵で竹灯籠祭りを開
催。また同時開催で阿島傘が展示されました。
昼間は江戸時代から残る曙月庵と阿島傘の風情あふれ
る光景を、夜にはライトアップされた竹灯籠の幻想的
な光景を楽しみに、昼夜通して多くの方が来場されて
いました。

◆知事との県民対話集会　10月11日（水）
「対話と共創」の県政を推進するため知事が県内すべての市
町村を訪問し市町村長や県民の方とテーマに沿って語り合
う県民対話集会が、喬木村でも開催されました。

「多様な世代が参画する むらづくりを目指して」というテー
マで子育て・介護・高校生への支援制度・農業など様々な
分野について熱のこもった対話が繰り広げられました。

◆稲刈り（第一小５年生）　10月23日（月）
実りの秋を迎え９月下旬には第二小で、10月には第一
小で稲刈りを行いました。みんなで協力しながら手作
業で稲をザクザクっと刈り取っていきます。はざかけ
された稲は後日精米され収穫祭で食べるとのこと。児
童たちは自分たちが育てたお米の味を楽しみにしてい
ました。

◆喬木村消防団秋季訓練　10月8日（日）
基本動作や指揮系統の確認など、隊として機敏に行動
するための規律訓練に加え、冬場に備え小型動力ポン
プのメンテナンスが出来るようにと講習会が行われま
した。有事の際、冷静に行動できるよう団結を深める
重要な訓練でもあり、新入団員にとっても基本を学ぶ
大切な機会となっています。

◆第2回喬木村スポーツ交流会　10月15日（日）
今年度から始まり春に続き２回目の開催。今回新たにモ
ルックが加わり全５種類の競技が行われました。会場と
なった中央社会体育館では歓声や笑い声に包まれ、ス
ポーツの秋を楽しむひと時となりました。「世代を超え
て交流ができ次回も楽しみにしている」との声が多く上
がっていました。

村の話題・出来事


